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ようなごき､もっと/ヽぐラメータめ値の推曳粍度を七

さい=正確な計茸いヤバ心乙も-っの採るノxき粧

度である｡し力ヽし一方､筒哨に行ひわなけ淑ばひらない

ことば､考努し7いる糸の可刺御佳が系の構造に起回し

マいる力`どうぬ険討了るごとである｡

　この悛浦めちえかニたって､隷造可則訃|生い勺概遡

がc｡TL/仙よっ7復変さぶた｡Liい]jず緯私哨不変

系の楠造レ£次のようにとらえた｡

　巾　拭飽方牡式の係数行列の吾雰蔡･J澪に図兜きレリΞ

　　雰素に訊･J澪脆兜雲系之呼ばJゐjレとそうぞ力ヽヽ

　　曹希(ごレhコ変動雰參と呼ばレ銭ゐ)に核別さ巾る｡

　(2)変勧雰敷はそレれ釦れの聞に特別な頒係がひい社立

　　ひ,ぐラメーフと升なj函る｡

ごのように系の槙造をとら久士とき､糸の可制御往ばち

だ壮tいぐデズータが直のごバい=Jっ7変化jる｡今

ごで`､LiyいJ､もし社tなパラメータcり値がにい乙んどど

めように変化し7も系が可削御ビなるとき､tの糸1換
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ご乙によっ7､
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tcde　-　ae2　=oが成リJEつときぞあるが､怯tな,ぐラズ
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-タめイ直り恥=いz逗んだ≒き､ごのようぴ特別な郭県犬
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枇佑いりリドrらμ1ゐ｡洙頌蚤町削則1いコ､哉勧客象
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パラメーyぞあると｡みなず点いJ､Ltnの糸の鴇造めと

らえ方と･司じぞ`あジ､旧|･　2'･ような堂知引各鯛を敢ジ

拉っことほざきひい｡

　湊昶発｡目妁は､レn　,:よで,系の構遂めとらえか物

に条舛　ちパyへ'j･｡,レレブ)上庄のJうな反省の上に子ら､

叉よいい仙従玩朗恰レむ考胤むたj

判定条作を鎧iずるごいzある｡名寮で淑る変勧穿泰閣

がUL閉係,J､っン,､･一トgい-レステムゃ喩りx回路網

な(いh系が持ぅ咲斟斟糾ごヽある｡
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労工な.四(24句七広い分粁ご雨いら政7いるルステム鮮排

雨モゲjレ亡朽ろ｡そめ特倣ば､対yド1る糸がいくっ力`

のコン/ぐ一ドメハトと呼ぽれる機能翔ヵヽら坏√2'いゐと

し7､コンノぐ-|ヽ匹ンリ目生聞ヤ糾仁い吋り笥の綬胞が

七れ･連綾佳U禍いり々必と!坪他な憚作則)を満rEし

っっな匹ドzいぷと仁s知ハ(が几　匹じえぼ､回1'3

のような斗イ回の友奴1

に聞放さμaタンツカ`

ら咸ゐ糸を名えよ仏

回中､A≒　hけJタンプ

iの断面穐,永位を晨

必しい仙2,　3,4　,)ヽ91,92,

ごスじり士　)士　1
　q　　,､｡ごブ｡

　　　ジA1　゛　11九g2　2　　t　　3　弛　　　　　　4
　　　　.g　　　　　　　　　　　　　　f　　r　･'

　　圖　　゜A3゛h3　gj　;4゛h4
Fig.　1‘3　Tank　8ystem



如バDりいいU嫡;Zヽ`記述き咄る｡

{私ヽゐ例を名んよう｡ベンビンの秘含糾反

2C訓6
(y¶
→

そ･一

咆

とひゐ｡Jに

し-サと･し7

徊　(1･4)

と逗び

の杷介解反応遠度i解折にltをト

〃

-

S
'
f
`

ー
`

べしビン

C6　H6　)八　ゲィフェニール(C12　Hlo　れ　トリフ1ご-ル'(C･8　H14J,

7゛哨,(xl　,.哨｡(4は反応の症度係哀ざある｡

/
‘
X

ヴ3
-少

々-

　o4

C12　HI｡十H2

Cls　H14　t　HzGH6十Clz　Hlo

t

粕]

入晋

管ロ社

8

をが除仇ダ)娃数1表4っ仁　ヲンク1への正昧の支

を91とす幽ば(い,2ふ4)､私晋カ保作則に磋77､

　　91=卜(9け‰μ1

　　‰=9ふ

　　恥=9ふ-9以h5-　h4　)

　　‰づいいh4)

1備ゐ｡¥2ざ､技鈷昔数を尤いAi

奴魅方超式1菜,幻ぶぼ,

　●

て1

　●

石
　●

為
　●

4

(t)

(t)

(t)

(､t}

j鉦S

●

S

知
孚
ヱ
A
O

○

○
　
　
○

○
　
　
○

93
〃

A3

気
　
　
ン

○
　
　
○
沿
4
隻
4

At汗=恥　;i=い｡3,4
　
　
φ
4
ー

1
n

幻
　
幻
㈹
匈

以
　
な
為
4

○

ベンビ

い･1,2,3.4タ

1
‘
　
　
　
○
　
　
○
　
　
(
)

　
　
　
　
　
十



9

永湊けいがあゐ判糾拭鈷にあろtき､そこに棺則ヽ脊の

tU勾uu紅ベンゼレいいミい､一した直優｡トし一サカ蒋jx`

･]､努晋保作ダベロリの不に､

　●

IZi(tJ

　●

　ズ2(t)

　奮

　Z3(t)

　●

　石ほ)

一
一

'(2(xlmけ(x3m2)(yz　m4

2o(､ml

Or3貳Z

　O

lいx4m4　　0

-((xzm4i･C4　ml){4拍4　　0
cらM･1

　0

･-c4叫

　Q

n
‐
り
o
　
o
o

　
　
　
　
十

○
　
　
○

11(t)

Z2(t)

Z3(句

4吐)

(1･5.)

と得ら出ゐ(25J6　こごぞ､l･｡石｡Z3,14　及びm4,m2.m3,m4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j

ほベンビン,デ4フ1ニー}レ,トリフtz一}レ,永泰の辱イ征映

聞ちhソの攻射疸号いバド南戎態にい1ゐいレ数ざあソ

､叙t)jDnべいしス関数ハhみ.(い幻,(1･5)式の

応泣才一瓊のイHM対恂豺引わ肘い゛`あゐいい特徽k

持つ｡ごのヽ制糾､支心磋綾性(あるいほ飢れと｡冴価

な刺i劉)の下ざ或結糾l釦y唯カヽんいとに起S-ずるも

のざあ九　コン･ぐ-lヽメントシスすムの頓つ丈さび特徽

め一フざある｡

　まに､蜜帆回路網ごほ､(1･幻式カヽら面カヽゐように
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め蘭係があゐ｡
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a妁1述べ忙｡し々し､2めような楕釦邨特即に考軋

¬H急義レJ､ぽして､月削参性の判胞ドけにtどjゐも

のざない｡2め2とロ､町制御性め概応炉現代制改理極
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ひL吋列て゛t現できたとしよう｡ごご亡　吋列Aの沁

ロ変勧零泰を､｢o｣ほ萍陥t雰象1各必仁　!ぬヒさ､

筒･し-プ収達凰数G(s)ほ

X 卵9) -
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J s　l　s゛-(Q,,taぺ)sャana,z　-　al2　ajd
o･9)

tな九　娶勧雰L冲jがほtんど心レような殖1tろう

とも､フぐ-レ八八ク系ほ1句ざあ名ごとが函かゐ｡
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　回回ふ1ヵヽら､拘栄頌首牡しスサム(A乃几lおいマ､

G(A)がE糾仁ざ,ブラフごない統塞紆なブツフごあ函ぼ､

特打ラy行犬トL一削((以s川)に勺'･u寮なぷs゛一趾約函

ふを心らギ后FIっドけ持つことが山がる｡

　GぺA)ダ佐途みいつハ順い郷j､次潟布めとづづ辻ぺゐ

ンとがダさふ｡　　　　　　　　　　　‘

　〔苓2,川　　　　　　　　　　　　犬

　寸吊れ禄造化シス予ム(A｡邸肖行列AのCo計esアラフG

(A)け七愉の強巡鈷成介を将っとづゐ｡良Fレ　丈旭め

佐迪川滅今のうしlt侶ほ示折良デラフざあろとjふ｡

征佐2,3乙佐行2jよ

2.5 毛寸び

n
日
n
UO
ノ らかざあゐふ

　綴れ紆訃いい牧粧オ栽‰J､

ブつフ衷現ごさ　レ必ドレのブう

4隻か対首か糸りブ

j訃明証ぐ

Cod6ブラフによっえ'

ツフい今んドタ　､

半飢ハJへ長犬粕に､拘釧肴泣化し

予の鯖

ゐ(頷駿2.2寮妙)｡

スすムt吟ぶ稗れ時不

斐卜坤冷対ド拍塙後い的レ郷いバ糾い斗争㈹
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にしト｡拘ゆ禄亙化しス

仁爪伍化レくプ

惣膏しZおソ､一毅に､づ軋故竹剖

ム
　
　
ぬ

ういJ牡土/ぐツメータn､雍柏鴻合で議ふさ出ゐこ乙

す川備正化ごス予ムバ柚プ於めJ

特付ヤ付

ばx月る
一

7

式
　
s
一

バ祁邸ツk抑ヤ参い戈立ぺ

いつ√び牡匹とが寸さ

夕乙乞染校乙仁る9?数倍数ヤ支散玲嶋

特忖方牡=?Dごy九万な罵β一臥約回斗の妬数に

のゲラフめ

な胎伜瓦痢

但今ゲラフG(A)の途池縁旅含,佃.数と

ず石(誼押匹lz灸匹1參槙).

斗のデ

ラ)く　一

を梢忙

(物ツ

になる.

ラフによλ

ダめ励汗1

βい則いぐラメ

式ざある｡そし

､糸

公俘
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　拘軋禄遊化シ又手ム(A,B)心前Lご誼大しトように

すセ愉寸レぬい祭数行列A,い付旧特列尚ル=洽読ま臼ュÅ

ビ牡五げラズータベヽフいし牡ダ特徴づけら剛三叫徊鯖手

牡ドごあ心行列A,Bが凱レJ溶④妙LIけÅ勧容氷(

り
　
}
兄
'
　
'
フ

おほ絃Lぐラズ一タベツいレpの宕秦匹映挑似冶づ泳

ヤぞ`あゐ｡径っマ､茶(A,B)の弓削伶けLば､壮誼,､9

メー

に朕〔A抑)

クペツいし芦がN皿田)(=出k礼)僕tのりピ数堅筒

内のどんなイ釦いパづに祐格jゐこ｡とになゐ､

才濁でほ､長祁にづ雁E横遊化システム(A冷ハこおい

ハJ､佐スいぐラズータベツ∩レヤが

とろうと

RN(〔AB〕)の

も町削街にならない斤､あるいIJ､

ビんひ伍k

牧tげラメ

一タベク∩レF≒がR'`1(IAI‰がjとんどど冶ような槌七とフ

マも可制愉仰いぶ力ヽのビららかごあゐこ乙k明ら力ヽに万

礼　そしZ､宍バ軋L袖いいE将っEニめ匹糾午が､糸の

ブラフ乙赦イ針汗け彗訪ふまいDJ□≒　ビ吻ように特徽

づげら肌ゐ川し明い心ず七

キ柚持鰐祁ド〉に肝レフ､牡岸

こ淑L]､糸のモ一ト`(n

七-

めの芽件乙専モーレが可制街になゐ

顛べふ!とにゴハフ､行なう｡

レが司剃御にりゐ孔

F二ぬの抑牡い背列に
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　この脊でにパ郷備がヒレスずム(A洛四岬制街礼が

壮Tレでラズータベフレlしドぬ回“(cA6列ハご乙ゐ址にビ)　よ

うにす彷Lるカリ訟べ､拘4と塙造可制牡ト牡咬毀寸札

　拘郷釘川匹ス号ム(A,㈲の将圭行列Aぶヵ､ら､独七

ペラズ一タベフ∩レドを戸(゛J)内の仁射こ劉わバレ叫ら

賊ゐ数イ針晋列を列百　万表レいドいTづ札.八〇汗≒

唇(け肖　で`あ孔　よぐ知らおフいゐように(几肩徊時

年亥系(孔幻ダ巾叶か礼ドるBめグ)抑乱t分粂件ほ､な

ざ白いSに四にる可則徘行列乙がフ|レラ

あλ｡
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む
p
　
T
八

　
一
9
E

　
一
一

ごフごあゐべとど

　　　nx(n↑Tn)

引マ (3玉)

皿--

　B j

札侑来朽列A,Bに貼レフ､(3･i)式い司様の行

をろえる｡

ご,=[B沌 A¨則
　　　　jx(々1t嶺)

G　k　　　　〔伺 Oす)

俘数行列Aバh袖慎か糾丿独t/ダシx-タベツいレpの

蓉jい締舒ルドご'あゐヵヽら､柿列乙椚?いトド雰系を

対ハづシ砂U特順作ぞ'あゐ.従っ7､t忖'ぽめ亨べ゛

7の七削ヽ行列式いい穿参州ぽぃレ仁いy妾数ヤ坤犬

ごあふ.tのうy植わ部ご軋ざないもぬを･印牡印礼
り雫･

ノ刄呻)づとずる･｡
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　士=o､ずいわし　行列こ→了べ7の竹次ふけ列六払嬢

回対に巾で泳ゐ叫合､扶支ぱツx一タベット|レヤ芦ぐ9妙

mぬどのようノ釧釧レjろうとレ　司制街対列そロフ|レラ

ンバごな州昇ない｡ばっ7､可㈲砂にら〕バ抑ハハ｡

　t列　の賜洽､僕式のVL考える｡
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VほR“(〔A8乃肉の戸叩゛゛ハ弔

ごある(貼3･|参劈)｡ご

のビき､j吹左ぽラメータベ

フトJレヤが9N(〔AB妙-V内の

どめような植几とっ7も､

萌削巾行列石のヤ/jご乙も

ヤ卜o
､
1
ー
y
ー
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J

(y3)

1っの畝)官永代列式ほ宍ご　　Fig'　3'1　P17opel゛　゛゛1et2y　v　1゛　RN([ABD

なへ　柿列石はフ1しランツ

竹あゐ｡つjリ､拡釦ぐラ　　　　‥

メータベツいしヤダRo叫肉のはとんビビ)ようなイ直を

とっ7も弓削御ヒ.ひろ.

　以上o考緑がら､僕の訟森ば忿吐ぬあるものごあろ｡

し聚教y口

　拘豪横低化シ又ヤム(A,5)が拘豪槙造引則御7ヽ`あると

ほ､壮主,ぐラズ一タベクドSしヤがR6A肪　内のほ乙んど

ビめような殖を乙っ7もヽ県ぐ礼百j〉がq制街tなるこヒ

であゐ,万な面ら､あるャr･賢rv仙eゲV(R賊〔A肺)ダルを
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(3･斗)

ツルとが苓倍ごある乙と心よく知ら

　則

m栄皿

㈲俳ごあゐごとと

=/㈹ 仏T　vs6C O方)

造化シスラム(A測ダ拘糾載差可

次の?っの斧忖どが脊柚ごある｡

くDあゐ抑ド‥ヽ心弔･VI(吋(mj)が存在し7､イl息のヤ

　むけ(cA呻-VI　に忖し7

仙仙いト 一
-
j

一
B

フ
ハ
‘

　が成り宜つ｡

GOある衿,Fey≒

　(ぐ(cA吻-V2

r洲k[ 一
A
呂

が成ソtつ｡
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-〃 肌 孔Y″∀s知)6C

4心ゾV2(げ叫即

に対して

`
ー
J

一
h
D

W

W M

(3叱)

イ王瓦のヤ

くシフj)

が苓在し乙､

(バ)ぢほ脊爪幻の壮萍モ一レが6T削御万あることを

忌吐し7叙ジ､O･ヮ)式ほ祭ぽ沼)の労モーレが可削

街ごあ.るレと几九昧レフいゐ.そこご､灸伜巾が旅ソ訟
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つ斗訃レ拘束横泣化シ又子ム(､A冷)の非労七八こ〕J

ドc七　に剔則街ごあるいハ匹　賀と併(礼が成り左っ嗚合

をヽ溶モ一ト川丿訃y心七伺貼俳ブめるというごい川

孔

3.3　壮労七一レの可㈲俳洙件

　ごj許ムJ

が9四Y匹に

にづゐ｡

　掲灯馳宜化レスすム(A剥則ト劣モ一レ

萌制俳ムトる子めのがLt今条イ祁と明らか

　蔡のブラフG(A冷)の部今デラフG(A)の苔乱のりら

白いしごァ1埓Tバツ乳(ドごG㈲の殖娃貼成介(栄粁

点ブラフ)とひっ7い石皆力几宵紆氷と叫ぶことF

け理3.∩'

拘牡聡批シ匹Fム(A,B)則け七-

制抱汗ある斤めの七穿十弁菜作ふ　系

こj孔

レが卵弟e汽らに弓

のゲ ラフGぐA,B)

に九い匹常悟乱以外めずべづぐ節爪が少なぐとも1つ

のoY予ルとあゐ鵬拉列で才いごレれ7いるごとごある.

　この吏理1j､萱勧官蔡がづベフ壮Lド=7メ一タごある

じ牡る横蚤化シスラムに関マる銘策(13)の一埓の広張ずあ

ゐ｡掬栄借萱化Åヌテムご釦ドが泰開叫足烏削係,を雨し

一諮､蔡の勺`づフG(んB)はその今劾穿拳萌･従爪脂係
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こ犬仁るル斡を今く台川ハ､｡にもヵヽヵヽ向ら仁非宍私

一レの孚々心　ひ可制俳桂がG(A冷)の碓旬士け7`汝庖

に特徴ずけらぶゐいいレレ乙ほ極匹乙肺味淳い

る｡
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　拘豪頌迄化シス 予ム(A,b)をjりえゐ｡
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Bハリj拘栄ざあっマも行拘栄ぞ才い7もよら　4し

袈勧L4s脂にどめようい郷け≒トバもよい｡j　/j　恥り

､んjEほÅの乱レご礼る赦ィ彭討jが何ざあろり乙

かまおない.玲ドレバ対`j　A,らめ苓如雰參い≒冲り　ご

表而しらとき､
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